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１．はじめに 

コンバウン朝ミャンマー（ビルマ）（1752-1885）が残し

た史料の中には、都市や建築の造営に関する文書や図面

が多数含まれている。本稿では、ヤンゴン大学構内の大

学中央図書館が所蔵する『アマラプラ城サンチャウンド

ー文書』（資料番号 313260）の中から、七重塔の寸法に関

する記述を取りあげ、その分析をもとに、同時代の木造

多重塔の設計方法について考察する(1)。 
 

２．史料について 

本稿で対象とする史料は、『アマラプラ城サンチャウン

ドー文書』と題された手書きの折畳み写本（パラバイ

ッ）である。コンバウン朝第九代バガン王（在位 1846-
1853）によるアマラプラでのマハーウェーヤンボンター

本坊バーガヤー僧院の建立記録で、1849 年に編纂され、

1983 年に筆写された。その主な内容は、1) 着工の日取り

や造営の手順、2) 本坊（サンチャウンドー）を構成する

各建物（チャウンマ、ピャッター、サヌゥザウン、ナウ

ッサウン）の各部寸法、3) 階段の個数と位置、4) 柱に用

いる材木の長さと本数、5) 周壁と各建物との距離、6) 作
業従事者の職種と人数、7) 装飾の詳細、といったもので、

史料全体の詳細な解読と分析は今後の課題である。 
この僧院は、第六代ボードーパヤー王（在位 1782-

1819）が 1782-83 年に創建したが、1821 年に焼失し、

1847-48 年にバガン王が再建したもので(2)、記録はその直

後に編纂されたことが分かる。そのため、これが設計に

係るものか、竣工後の記録なのかは判断が難しく、今後

の調査に委ねたい。当時の様子は同王の功徳としてチャ

ウットージー・パヤーの壁画（図１）にも描かれており、

七重塔を備えた壮麗な姿は「驚異の建築」(3)の一つとして

広く讃えられたとされるが、1866 年に再び焼失し(4)、煉

瓦造二階建の宝物庫に建て替えられた。現在、同地には

RC 造の博物館（図２）が建つが、これは 1993 年に政府

と民間の寄進によって建立されたもので、建築家 Ah Lin
が上記の壁画をもとに設計したとされる。現地には再建

の際に撤去された旧礎石（図３）が積み上げられており、

工事の詳細は不明で、図面も報告されていない(5)。そのた

め、本稿では、インワのバーガヤー僧院（図４）など類

例も手がかりとしながら、検討を進めたい。 
 

３．七重塔の寸法に関する記述 

 以下に抜粋するのは、上述した 2) 本坊を構成する各建

物の各部寸法のうち、「ピャッター」（pyatthat）に関して

記述された部分の試訳である。訳出は石川和雅氏による。

先行研究では、「ピャッター」は尖塔と訳されることが多

いが、構造的には木造多重塔とみなされるため、本稿で

は多重塔と呼称する。 
なお、記述中の寸法の単位は、王朝時代の身体尺で、

タウン（T）は肘尺で約 45cm、マイッ（M）は親指を伸

ばした拳の幅で約 15cm、レッティッまたはティッ（L）
は指の幅で約 18.75cm に換算でき、1T＝3M、1M＝8L の

関係にある(6)。 
 

ピャッターの根入れ（ミェーウィン）は４タウン。床

下高（アヤッ）は８タウン１マイッ。床高（チャンミ

ン）１タウン１マイッ。床上高（チョーヤッ）は９タ

ウン１マイッ。／第一層のアチン（直径）は 16 タウ

ン１マイッ、イェジンは１タウン１マイッ２ティッ、

レーディー４タウン１マイッ、チンスンは４タウン。

／第二層のアチンは 10 タウン１マイッ６ティッ、イ

ェジンは１タウン２ティッ、レーディー４タウン、チ

ンスン３タウン２マイッ。／第三層のアチンは７タウ

ン７ティッ、イェジンは２マイッ２ティッ、レーディ

ー３タウン２マイッ、チンスン１タウン２マイッ２テ

ィッ。／第四層のアチンは５タウン６ティッ、イェジ

ンは１マイッ６ティッ、レーディー３タウン１マイッ、

チンスン１タウン１マイッ。／第五層のアチンは３タ

ウン２マイッ６ティッ、イェジン１マイッ４ティッ、

レーディー３タウン、チンスン１タウン。／第六層の

アチンは３タウン２マイッ(7)、イェジン１マイッ２テ
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ィッ、レーディーは３タウン、チンスン２マイッ４テ

ィッ。／第七層のアチンは２タウン、イェジン１マイ

ッ２ティッ、レーディーは２タウン２マイッ、チンス

ン２マイッ。／第一層から第七層までのイェジン合計

は５タウン４ティッ、レーヤッ合計は 24 タウン、２

組で 29 タウン４ティッである。／ピャッターのカラ

ッカン・クェ（トゥピカー飾最下部）のアチンは１タ

ウン１マイッ４ティッ、カラッ下部（アウッ）のアチ

ンは２タウン４ティッ、これらの腰部（カー）のアチ

ンは１タウン２ティッ、カラッ部の高さ（アヤッ）は

２タウン４ティッ。／トゥピカー飾下部のアチンは２

マイッ４ティッ、ティン部面（ティンミェッナー・

ワ）のアチンは１タウン２マイッ、これらティン部の

アヤッは１タウン２マイッ４ティッ。／それらティン

部面からチェットゥンガウン（トゥピカー飾先端部）

までのアヤッは５タウン、チェットゥンガウン下部の

アチンは２マイッ、そのノウッティー部のアチンは１

マイッ４ティッ、それらのアヤッは２マイッ４ティッ。

／ピャッターのカラッ下部からチェットゥンガウンま

でのアヤッは９タウン２マイッ４ティッ。／傘飾り七

層のアチンは１タウン１マイッ４ティッ。アヤッは３

タウン、トゥピカー飾のアヤッは１タウン１マイッ３

ティッ(8)、宝珠（セインブー）飾のアヤッは１タウン

４ティッ。／地表から傘飾りまでのピャットーのアヤ

ッは 63 タウン２マイッである。／ピャッターのクゥ

ン柱とトウッは正方形〔に組み？〕７タウンずつ。ク

ゥン柱とレッカン柱の間隔は４タウン２マイッずつ。

レッカン柱とサモウッ柱の間隔は５タウンずつ。サモ

ウッ柱と束柱（チャンビン・タウッ）の間隔は５タウ

ン２マイッずつ。束柱と高欄の間隔は８タウンずつ。

／ピャッターの東西南北は 53 タウンずつである。 
 
４．多重塔の設計方法に関する考察 

上述した記述の方法や順序は、その直前にある本殿の

それと基本的に同様である。ただし、「アチン」など、ピ

ャッターに特有の表現もみられる。その内容を整理する

と、(A) 柱の根元から天井までの高さ寸法、(B) 屋根の各

層ごとの水平及び高さ寸法、(C) 頂部飾りの各部ごとの水

平及び高さ寸法、(D) 地表から傘飾りの頂点までの全高、

(E) 柱間寸法、(F) 全体の平面規模、となる（表１）。 
さらに (B) に注目すると、多重屋根の各層は「アチン」

「イェジン」「レーディー」「チンスン」の４つの寸法で

規定されている。「イェジン」と「レーディー」はそれぞ

れ屋根と「レー（首）」と呼ばれる小壁の高さを指し、

「アチン」は直径を意味するため屋根幅、「チンスン」は

軒の出で、小壁から軒先までの水平距離と推察される。 

ピャッター及び頂部飾りの各部名称については、既往

研究の中でも幾らかヴァリエーションがあるが、ここで

はティンマウンミン著『ピャッターの研究論文』（ミャン

マー語、1994）を参照する(9)。同書には、三重、五重、七

重、九重といった多重屋根の外形（シルエット）を設計

するための図形的な操作について考察されている(10)。屋根

各層は「イェジン」、「レー」、「モウッ」（千鳥破風）から

なり、「アチン」「チンスン」の記述はみられない（図５）。

層は下から順に第１層、第２層・・・と数え、各層の屋

根は直下の小壁とではなく、直上の小壁とセットになっ

ていることは注意を要する。反り屋根の形状は、各層の

屋根上端の中点を一点に収束させる「消失点」を２点設

け、これと屋根下端のラインとの交点の一つを「モウッ」、

もう一つを「イェジン」の幅にあてている（図６）。 

 だが、この方法では『アマラプラ城サンチャウンドー

文書』の記述をうまく説明することができない。「イェジ

ン」より明らかに長い「レーディー」など、寸法上、う

まく整合しないためである。そのため、既に報告した本

殿の記述の解釈(11)と併せ、構造的な観点より考察する。 

ミャンマーの木造多重塔は、台輪及び梁を井桁に組み

交差部に上層の柱をたて、積み上げていく架構からなり、

井桁の長さを縮めることで屋根を逓減させている。各層

の屋根は側柱外側に取り付く「垂木受け」に似た部材で

受けるため、この位置と軒の出で屋根勾配が決定する

（図７）。これを踏まえ先の記述を参照すると、「イェジ

ン」と「レーディー」は同じ側柱を上下（小壁と屋根）

に分割するそれぞれの長さと解釈でき、これらを合計す

ると屋根全体の高さとなる。多重塔全体のシルエットは、

このように「アチン」「イェジン」「レーディー」「チンス

ン」の４つの寸法で決定することが可能である（図８）。 

記述はさらに上方の頂部飾り・傘飾りにおよび、最後

に高さ寸法をすべて合計して、地表からの全高(D）が示

される。続いて初層（床下及び 1 階部分）の柱間を中央

から外側に向かって述べ(E）、最後に平面全体の規模を示

して結ばれる(F）。中央柱間の「トウッ」は本殿の記述に

も出てきた部材名で「梁」を意味すると解釈でき、この

問題は稿を改めて論じたい。さらなる詳細な検証が要さ

れるものの、以上の考察で、およその記述内容は理解で

きたと思われる。 

 
５．おわりに 

 『アマラプラ城サンチャウンドー文書』に記されたピ

ャッターの記述から、その設計方法に関して考察してき

た。木造建築の構造や架構法を踏まえた解釈が有効と考

えられ、さらなる調査研究を進めたい。本殿と同じく、

ここでも柱径の規定は存在せず、ミャンマーの木造建築

を理解する上での一つの大きな鍵になると思われる。 

仏教建築がアジア地域に広く伝播する過程において、

古代インドの世界観とも結びついた須弥山の表現(12)とし

て高く聳えた多重塔は、様々なヴァリエーションをもっ

て各地に建立された。中国を経由して日本に伝わった木

塔もまた、ミャンマーのピャッターと根源的には同一で

ある。これらを比較・研究することで、アジアの建築

史・技術史を立体的に俯瞰できるのではないだろうか。 
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図３　再建時に撤去されたアマラプラ・バーガヤー僧院の旧礎石
（出典：友田 , 2015, 写真 20）

図 1　チャウットージー・パヤー（アマラプラ）の壁画に描かれたマハーウェーヤンボンター本坊バーガヤー僧院
（写真の上に筆者加筆）

図４　インワ・バーガヤー僧院（一部）　断面図（上）・平面図（下）
（Moilanen, Irene & Ozhegov, Sergey, 1999, Picture 127（部分）に筆者加筆）
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図 2　博物館として RC 造で再建された現在のアマラプラ・バーガヤー僧院
（ 出典：Fraser-Lu, 2001, Plate VI-17）
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表１　『アマラプラ城サンチャウンドー文書』に示される「ピャッター」の推定される各部寸法関係表
（文書をもとに筆者作成）

*1

*2

注）寸法上の整合性のため誤記の可能性も含めさらに検討を要する箇所　*1：文書では 3T2M、*2：文書では 3L
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図５　『ピャッターの研究論文』に示される各部名称
（論文掲載図版をもとに筆者作成）

図６　『ピャッターの研究論文』に示される多重屋根の作図方法
（論文掲載図版をもとに筆者作成）

図７　推定される「イェジン」「レーディー」「チンスン」の関係
（東京文化財研究所作成マンダレー王宮内ミンドン王墓

木造南塔断面図をもとに筆者加筆）

図８　「アマラプラ城サンチャウンドー文書」に示される「ピャッター」の
推定される各部寸法関係図（頂部飾り部分を除く）

（文書をもとに筆者作成）
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所, 2016, 『ミャンマーにおける文化遺産保護に関す

る拠点交流事業報告書 平成 25-27 年度文化庁委託

文化遺産国際協力拠点交流事業』に概要が示されて

いる。 

(7) ３タウン２ティッであれば寸法上の整合性がとれる。

筆写時の誤記の可能性も含め、さらなる検討を要す

る。 

(8) １タウン１マイッ４ティッであれば寸法上の整合性

がとれる。同上。 

(9) ミャンマー文化省考古・国立博物館局よりコピーを

提供していただいた。 

(10) 反りをもつ多重屋根のシルエットを形成するため、

同書に示される手順は以下の通りである。まず、底

辺（最下層の屋根幅）と高さを定め二等辺三角形を

描き、その高さを下部の屋根と上部の頂部飾りとに

二分する（図 A）。続いて、何重の屋根であるかに従

い、各層の高さ比が等差数列となり、かつ、最上層

の高さが２となる数で屋根部分の高さを等分し（図

B）、この倍数によって各層の高さを決定する（図 C）。

例えば、全高から頂部飾りの高さを引いた屋根部分

の高さを H として、三重の屋根を形成する場合は、

H を 9 等分した H/9 を 1 つの単位 d とし、第１層＝

4d、第２層＝3d、第３層＝2d とする。 

 

 

【図 A】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 B】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 C】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(11) 佐藤, op. cit. 
(12) 「Pyatthat は宇宙の構造を象徴する尖塔であり、通

常は東側に設けられる。この部分は最も重要なものと

して、最優先で建てられる要素である。構造はコンパ

クトで、細部にわたって細心の注意が払われ、念入り

な処理が施されている。ミャンマーの人々は、聖なる

山「メール」（須弥山）の偉大さを象徴するものとし

て、これを尊重している。全体のフォルムは、釈迦の

知恵の放射力を意味する「teja」（火炎）の形の破風で

作られている。構造物の頂部には、釈迦を守る天蓋

「Hti」がある。」ザーチミン, 2015, 「ミャンマーの木

造僧院と伝統家屋に関する比較研究」東京文化財研究

所編『ミャンマーの木造建築文化』: p. 54。奇数の屋

根を重ねたピラミッド状の外観は、日本や中国の「パ

ゴダ」とも共通するもので、重層する天上界や認知と

悟りへ至る諸段階と関連する表現とも考えられている。 

Moilanen & Ozhegov, 1999: pp. 98-100 and Picture 116. 
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